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湊
川
橋
上
部
工
は
お
年
度

平成24年 4月 21日

国
土
交
通
省
香
川
河
川
回
道
京
湾
所
は
、
管
内
2
6
5
の
怖
泌
を
管
湿
す
る
。
架
設

後
半
世
紀
が
経
過
し
た
橋
梁
も
初
%
ほ
ど
を
占
め
、
そ
の
対
策
が
学
切
だ
。

同
事
務
所

で
は
、
前
煽
的
に
新
工
法
や
新
同
月
耐
を
取
り
入
れ
て
備
長
の
長
寿
命
化
に
力
を
入
れ
て

い
る
。
今
後
の
盤
備
方
針
な

ど
を
中
山
抑
制
男
号
誌
に
聞
い

た

。

(

飯

島

和

幸

)

イ
ン
タ
ビ
…2
1

聞

国土交通省四園地方整備局
香川河川国道事務所長

義男氏

新

↑
|
管
内
の
慨
要
は

中
山
所
長

当
事
務
所

梁
一
は
、
県
内
各
出
張
所
と
と
も

に
柏
戸
内
海
沿
い
を
通
過
す

る
国
道
日
号
や
徳
山
県
境
に

位
れ
す
る
猪
ノ
ぬ
峠
を
通
る

橋

。
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話

香 川 鳳

。

第 1133号

田古川河川l図沼郡積所出路留理lol問

同
m
M
号
な
ど
4
路
線
、
延
長

]
7
1キ
ロ
を
管
理
し
て
い
ま

す。
国
道
日
号
は
、
四
国
随
一

の
幹
線
箇
道
で
1

市
街
地
部

を
通
る
た
め
慢
性
的
な
渋
滞

解
消
が
課
題
で
す
。

管
理
悶
梁
数
は

2
6
5

情
、
僑
長
日
H
川
未
満
が
1
2

7
橋
、
日

M
以
上
が
1
3
8

怖
で
す
。

回srn箇まんのう公司
{盆図胆I

.; 

A
香
川
河
川
国
道

事
務
所
は
総
延
長

1
7
1
J
の
道
路

を
管
理
し
て
い
る

架
設
後
の
経
過
年
数
は
叩

年
未
満
が
最
も
多
く
似
稿
、

幼
年
未
満
が
日
摘
、
印
年
以

上
の
陥
梁
も
目
崎
あ
り
ま

す
。橋

極
別
で
は
、
P
C
橋
が

ω橋
、
鋼
隔
が
h
隔
、
R
C

怖
が
臼
陥
な
ど
で
す
。

|
|
主
な
事
業
と
し
て
は

中

山

現
在
、
東
か
が

わ
市
の
伊
陸
か
ら
小
砂
ま
で

を
通
る
U
号
大
内
白
鳥
バ
イ

パ
ス
(
総
廷
長
9
・
2
J
)

怒
川
畑
事
業
で
設
計
と
用
地
質

収
を
中
心
に
進
め
て
い
ま

す。
こ
の
う
ち
、
情
必
部
に
つ

い
て
は
渓
川
橋
(
縮
長
1
1

0
M州、

P
C
4
径
関
連
続
ポ

ス
テ
ン
T
桁
桶
)
で
焔
台
2

基
と
橋
脚
3
基
、
お
年
度
は

協
所
杭
ロ
本
な
ど
の
下
部
工

事
を
行
い
、
お
年
度
か
ら
架

設
桁
設
備
に
よ
る
上
部
工
事

を
進
め
て
い
く
訂
箇
で
す
。

ま
た
、
与
田
川
崎
(
崎
反

叩
・
9
灯、

2
径
間
連
続
+

単
純
鋼
非
合
成
I
桁
橘
)
で

も
ト
ラ
ッ
ク
ク
レ
ー
ン
に
よ

る
上
部
工
事
を
進
め
て
い
る

状
況
で
す
。

一
方
、
放
川
大
崎
(
縮
長

2
7
1
・
3
M、
ポ
ス
ト
テ

ン
シ
ョ
ン
式
P
C
8径
間
プ

レ
キ
ャ
ス
ト
桁
架
設
方
式
連

結
T
桁
崎
、
下
部
エ

・
迎
T

式
橋
台
)
の
監
備
事
業
で
は
、

上
部
工
事
を
終
え
て
、
制
年

度
の
舗
装
工
事
で
完
了
と
な

る
予
定
で
す
。

番
屋
川
1
号
橋
で
下
部
工

|

|
補
修
事
業
は

中

山

幻
年
度
は
、
二
一

躍
市
の
谷
道
川
に
架
か
る
干戸

川
崎
(
崎
長
国

・
5
M、
単

径
閥
単
純
鋼
合
成
鍍
桁
楠
)

の
補
修
工
事
を
行
い
ま
し

フ
ロ

コ
ン
却
を
活
用

た
。

|

|

こ
の
ほ
か
、
予
定
し

主
桁
の
腐
食
や
支
承
の
機
て
い
る
橋
梁
工
事
は

能
応
答
、
床
版
の
漏
水
な
ど

中

山

国
道
日
号
の
川

と
い
っ
子
損
傷
が
確
認
さ
れ
津
高
架
橋
(
崎
長
2
5
0
M、

た
た
め
で
、
仰
縮
装
恒
の
取

3
径
間
連
続
R
C中
空
床
版

笛
え
や
鋼
仮
接
的
日
工
法
に
よ

等
ロ
径
間
)
と
辰
出
市
内
を

る
主
桁
の
部
分
補
強
を
3
カ
通
る
同
線
府
宅
砧
架
橋
(
桶

所
実
施
し
た
ほ
か
、

9
カ
所
長
4
0
2灯、

4
径
関
連
続

で
支
承
の
取
替
え
も
行
い
ま

R
C中
空
床
版
等
幻
径
閑
)

し

た

。

で

ひ

び

割

れ

の

補

修

工

事

を

ま
た
、

ア
ン
カ
ー
注
入
プ
突
胞
し
ま
す
。

ロ
フ
ィ
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
ま
た
、
同
じ
く
国
道
日
号

床
版
下
商
へ
の
炭
素
繊
維
補
を
通
る
寄
屋
川
1
号
摘

(時間

強
(
約
郎
平
方
は
む
に
つ
い

長
鈎

・
5
M、
プ
レ
テ
ン
シ

て
は
、
従
来
の
工
法
よ
り
も
ョ
ン
方
式
P
C床
版
橋
、
下

硬
化
時
闘
が
煩
い
高
性
能
エ

部
工

・
逆
T
式
橋
台
)
で
は
、

ポ
キ
シ
樹
脂
を
採
用
し
た
た
下
部
工
事
に
は
い
る
予
定
で

め
、
工
期
の
短
縮
を
図
る
こ

す
。

と
が
で
き
ま
し
た
。

位
の
遊
間
異
常
、
玄
取
の
鈎

な
ど
が
見
つ
か
り
ま
し
た
の

で
、
例
祭
伎
の
早
い
時
期
に

補
修
を
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
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|

|橋
梁
に
つ
い
て
の
新

工
法
は

昨
年
度
に
西
庄
高
架
附

(
縮
長
3
0
7

・9
M、
日

径
閥
単
純
P
Cポ
ス
テ
ン
T

桁
縮
)
の
橋
脚
に
お
い
て
ア

ル
カ
リ
匂
例
反
応
が
硲
認
さ

れ
た
た
め
、
補
修
工
事
を
実

施
し
ま
し
た
。

こ
の
際
に
「プ
ロ
コ
ン
判
」

と
呼
ば
れ
る
亜
硝
酸
リ
チ
ウ

ム
を
用
い
た
補
修
工
法
を
使

用
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
中
の
浸
透

rフロココ40-，
ι守主組 E・目脂質岡昭置1I01010y4'..o;酒屋・

プロコン40は、内部圧入工法、

ひび割れ注入工法において、

より浸透拡散するように改良された

亙硝酸リチウムです.
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代
表
取
締
役
社
長

園
鞠
圃
凶
回一
ill:本

性
が
約
お
%
改
善
さ
れ
た
こ

と
で
、

♂
透
に
要
す
る
時
間

短
縮
や
L
C
C
の
低
減
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
変
色
の
防
止
が

図
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。他

社
の
製
品
も
あ
り
ま
し

た
が
、
過
去
の
実
梢
や
N
E

T
-
sに
登
録
さ
れ
て
い
る

土
rで~""・.. 一一一.. ・・i'rjrヨ百冒・"'""'"・圃罰-

極

東

興

和

側

側
l
H
lイ
ン
フ
ラ
建
設

東
日
本
コ
ン
ク
リ
ー
ト
側

一広
島
県
】

井

上

建

設

側

広

島

ガ
ス
テ
ク
ノ
鮒

福

徳

技

研

鮒

{高
知
県
】

福

留

開

官
官
川
県
】

側

富

一福
岡
県
}

側

九

発

開

回

組

コ

ン

木

株

式

会

社

中

村-

i告

敏

話 社

呑
川
県
坂
出
市
江
尻
町
=
一八
O
l
一

O
八
七
七

(
凹
六

)
|

一
二
三

O

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
を

踏
ま
え
て
幻
の
関
係
機
関
で

ー
ー
地
震
へ
の
対
策
が
ク
取
り
ま
と
め
た
「
四
園
地
震

ロ
l
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
防
災
必
本
戦
略
」
に
基
づ
い

す

が

た

対

策

が

急

務

で
あ
る
と
考

中
山
四
国
に
お
い
て
え
ま
す
。

は
、
事
問
海

・
南
海
地
震
へ

こ
の
防
災
基
準
戦
略
は
、

の
備
え
が
長
年
の
課
題
と
な
広
域
的
な
地
震
や
津
波
に
対

っ
て
い
ま
す
。

す
る
基
本
戦
略
と
し
て
、
国

の
機
関
、

四
国
4
県
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
関
係
者
な
ど
灯
機

橋
闘
が
認
識
を
共
有
し
、
四
国

は

が
一
体
と
な
っ
て
策
定
さ
れ

却
ま
し
た
。

る

「
被
包
想
定
の
見
直
し
」

な

や
「
被
笹
の
最
小
化
」
、
「
広

刊

域
防
災
拠
点

・
広
域
防
災
体

実

制
等
」
な
ど
の
各
施
策
を
今

士
一
首
逃
し
て
い
く
計
画
で

紅
i
あ
り
が
さ
つ
ご
ざ
い

舗
ま
し
た
。

聞
社
の
製
品
を
使
用
し
ま
し

た
。
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